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★
【
キ
ク
（
菊
）
】 

  

菊
は
日
本
を
代
表
す
る
花
の
一
つ
で
、
主
に
秋
に
開

花
し
ま
す
。
英
名
の
「
Ｃ
ｈ
ｒ
ｙ
ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｍ
ｕ
ｍ
」（
ク

リ
サ
ン
セ
マ
ム
）
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
黄
金
の
」
と
「
花
」

に
由
来
し
ま
す
。
原
産
地
は
中
国
で
３
０
０
０
年
余
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本

に
は
奈
良
時
代
中
期
に
遣
唐
使
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
は
宮
中
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
階
級
層
の
間
で
観
賞
用

の
花
と
と
も
に
薬
用
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
桃
山
時
代
に
な
り
、

白
色
の
花
だ
け
の
菊
に
黄
色
や
桃
色
と
言
っ
た
新
し
い
色
が
生
ま
れ
、
元
禄

期
に
菊
は
広
く
庶
民
の
間
に
普
及
し
、
今
日
に
見
ら
れ
る
日
本
独
自
の
多
く

の
品
種
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
９
世
紀
に
入
り
欧
米
に
渡
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
ス
プ
レ
ー
菊
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ポ
ッ
ト
マ
ム
（
鉢
植
え
（
ポ
ッ
ト
）
の
キ

ク
）
が
生
み
出
さ
れ
、
世
界
各
地
で
切
り
花
、
鉢
物
や
花
壇
花
と
し
て
改
良

が
進
み
、
世
界
三
大
切
花
（
バ
ラ
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

る
今
日
の
菊
が
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

分
類
の
仕
方

も
多
数
あ
り
、
大
菊
・
古
典
菊
・
小
菊
・
和
ギ
ク
・
洋
ギ

ク
な
ど
で
分
け
ら
れ
、
例
え
ば
大
菊
（
花
の
直
径
が
１
８

ｃ
ｍ
以
上
）
の
中
で
も
、
さ
ら
に
花
型
に
よ
っ
て
「
厚
物
」、

「
管
物
」、
「
広
物
」
に
分
け
ら
れ
、
ま
た
さ
ら
に
そ
の
中

で
も
分
類
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
仕
立
て
方
で
も
「
三
本

仕
立
て
」「
一
本
仕
立
て
」「
懸
崖
作
り
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
仕
立
て
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
表
紙
に
は
、
そ
の
国
の
紋
章
を
入
れ

る
こ
と
が
国
際
慣
行
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
場

合
法
制
上
正
式
に
決
め
ら
れ
た
国
章
が
な
い
た
め
、
伝
統
的
に
国
を
代
表
す

る
花
の
一
つ
で
あ
る
菊
花
を
図
案
化
し
旅
券
の
紋
章
と
し
て
使
用
し
て
き
て

い
ま
す
。
な
お
、
皇
室
の
御
紋
章
は
菊
花
十
六
弁
に
複
弁
（
弁
と
弁
の
間
か

ら
先
端
が
覗
い
て
い
る
十
六
弁
）
を
加
え
た
「
八
重
菊
」
で
す
が
、
現
行
の

旅
券
は
、
こ
の
よ
う
な
複
弁
は
な
く
、
単
一
の
一
重
菊
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
皇
室
の
菊
の
御
紋
の
起
源
は
、
後
鳥
羽
天

皇
の
下
で
鍛
え
ら
れ
た
刀
に
刻
ま
れ
た
菊
花
紋
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
当
に
古
い
歴
史
の
あ
る
花
で
す
。  

 

育
て
方 

 

栽
培
環
境
：
通
年
、
日
当
た
り
の
よ
い
屋
外
で
育
て
ま
す
。 

花
後
に
地
上
部
を
切
り
取
っ
て
屋
外
で
寒
さ
に
当
て
て
く
だ
さ
い 

水
や
り
： 

用
土
の
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
す 

肥
料
：
３
月
ご
ろ
、
春
先
に
芽
が
伸
び
始
め
た
ら
１
０
月
ま
で
緩
効
性
化

成
肥
料
を
施
し
ま
す
。 

ふ
や
し
方
：
太
く
充
実
し
た
新
芽
の
先
端
を
５
ｃ
ｍ
ほ
ど
に
切
り
取
り
、

発
根
剤
を
つ
け
て
清
潔
な
用
土
に
さ
し
ま
す
。 

 

花
言
葉 

「
高
貴
」「
高
潔
」「
私
は
あ
な
た
を
愛
す
る
」（
花
言
葉
事
典
よ
り
） 

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
公
益
社
団
法
人
農
林
水
産
・
食
品
産
業
技
術
振
興

協
会
、
有
限
会
社 

精
興
園
、
隠
岐
神
社
、
外
務
省
）  

。 

 
 

    

前
回
夏
号
で
「
植
物
の
お
か
ず
」
は
「
肥
料
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
主
食
の
お
話
で
す
。 

 

生
物
は
生
き
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
は
太
陽
の
光
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の
ま
ま

で
は
保
存
が
き
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
葉

緑
体
を
持
つ
植
物
だ
け
は
、
こ
の
光
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
特
別
な
方
法
で
保
存
で
き
る

形
に
す
る
能
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
光

合
成
で
す
。 

光
合
成
と
は
？
葉
の
葉
緑

体
が
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
、
二
酸

化
炭
素
と
水
か
ら
ブ
ド
ウ
糖
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ

の
ブ
ド
ウ
糖
に
閉
じ
こ
め
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。 

★
【
ハ
ギ
（
萩
）】 

  

秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
ハ
ギ
は
、「
万
葉
集
」

に
最
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
て
、
菊
同
様
に
、
こ
ち
ら

も
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
植
物
で

す
。
「
萩
」
と
い
う
漢
字
に
「
秋
」
が
入
っ
て
い
ま

す
が
、
中
に
は
キ
ハ
ギ
（
花
色
は
赤
紫
色
）
の
よ
う

に
６
月
下
旬
～
８
月
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
る
種

も
あ
り
ま
す
。
ハ
ギ
の
仲
間
は
種
類
が
多
く
、
な
か

で
も
最
も
広
く
栽
培
さ
れ
る
の
が
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ

で
す
。
ヤ
マ
ハ
ギ
は
日
本
全
土
に
自
生
し
、
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
に
比
べ
て
全

体
に
繊
細
な
印
象
で
、
野
趣
に
富
ん
だ
姿
が
魅
力
で
す
。
ど
れ
も
栽
培
容

易
で
、
秋
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ギ
と
い
う
名
前
は
株

か
ら
た
く
さ
ん
の
芽
を
出
す
様
子
を
表
す
「
生
え
芽
（
は
え
き
）」
か
ら
来

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

葉
は
３
枚
の
小
葉
か
ら
な
る
複
葉
で
す
。
葉
身
（
葉
の
本
体
）
が
分
割

せ
ず
、
１
つ
で
あ
る
も
の
が
単
葉
。
葉
身
が
全
裂
し
て
お
り
、
２
個
以
上

の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
が
複
葉
と
い
い
ま
す
。
マ
メ
科
や
カ
タ
バ

ミ
科
、
な
ど
で
は
複
葉
の
も
の
が
多
く
、
ク
ロ
ー
バ
ー
や
ナ
ン
テ
ン
も
複

葉
で
す
。
種
子
植
物
で
は
単
葉
か
ら
複
葉
へ
の
進
化
が

何
回
も
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

単
葉
よ
り
も
複
葉
の
方
が
大
き
な
葉
っ
ぱ
で
太
陽
を

た
く
さ
ん
取
り
込
み
、
同
じ
葉
面
積
の
葉
を
展
開
・
落

葉
さ
せ
る
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
く
て
す
む

か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
植
物
は

本
当
に
賢
い
で
す
ね 

 

花
言
葉 

「
思
案
」「
思
い
」「
柔
軟
な
精
神
」（
花
言
葉
辞
典
よ
り
）  

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
ヤ
サ
シ
イ
エ
ン
ゲ
イ
、
筑
波
大
学
生
物
学
類
） 

 

 

萩
ま
つ
り 

９
月
１
３
日
（
土
）
～
１
０
月
５
日
（
日
）
向
島
百
花
園 

 

日
比
谷
公
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
２
０
１
４ 

 

１
０
月
１
８
日
（
土
）
～
１
０
月
２
６
日
（
日
）
日
比
谷
公
園 

 

菊
花
壇
展 

１
１
月
１
日
（
土
）
～
１
５
日
（
土
）
新
宿
御
苑 

 

東
京
都
観
光
菊
花
大
会 

 
 

１
１
月
１
日
（
土
）
～
２
３
日
（
日
）
都
立
日
比
谷
公
園
内
草
地
広
場 

 

ち
な
み
に
二
酸
化
炭
素
は
葉
の
裏
側
に
あ
る
「
気
孔
」
か
ら
取
り
入
れ
ら

れ
、
水
は
「
葉
脈
」
か
ら
取
り
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
作
ら
れ
た
そ
の
ブ
ド

ウ
糖
を
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
保
存
し
や
す
い
デ
ン
プ
ン
に
作
り
か
え
て
し
ま

い
ま
す
。
植
物
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
め
こ
む
だ
け
の
た
め
に
デ
ン
プ
ン
を
つ

く
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る
た
め
、
成
長
す
る
た
め
に
は
昼
で
も
夜

で
も
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
光
合
成
を
す
る
の
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
必
要
な
の
で
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
デ
ン
プ
ン
を
分
解
す
る
こ
と
で
得

る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
を
「
呼
吸
」

と
い
い
ま
す
。 

 

呼
吸
は
、
外
呼
吸
と
内
呼
吸
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
呼
吸
と
言
え
ば
「
酸
素
を

吸
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
」
事

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
外
呼
吸
」

と
い
っ
て
「
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
交

換
」
を
行
い
ま
す
。
植
物
は
気
孔
か
ら

酸
素
を
と
り
入
れ
、
二
酸
化
炭
素
を
放

出
し
て
い
ま
す
。
光
合
成
と
は
ま
っ
た

く
逆
の
は
た
ら
き
で
す
が
、
呼
吸
は
夜

だ
け
で
な
く
昼
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

晴
れ
た
日
の
日
中
は
、
光
合
成
の
ほ
う

が
は
る
か
に
さ
か
ん
な
の
で
、
呼
吸
は

ほ
と
ん
ど
目
立
ち
ま
せ
ん
。 

 

「
内
呼
吸
」
は
「
有
機
物
を
分
解
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
Ａ
Ｔ
Ｐ

を
生
産
」
し
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｐ
は
ア
ジ
ノ

シ
ン
三
リ
ン
酸
の
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
放
出
・
貯
蔵
、
物
質
の
代
謝
・
合

成
に
重
要
な
役
目
を
果
た
す
化
合
物

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｐ
は
成
長
の
さ
か
ん
な
部

分
や
果
実
へ
送
ら
れ
ま
す
。
光
合
成
で

作
ら
れ
ら
た
デ
ン
プ
ン
を
分
解
し
て

ま
た
ブ
ド
ウ
糖
へ
戻
し
、
生
長
に
役
立
て
て
い
ま
す
。 

 

光
合
成
と
は
・
・
・
植
物
が
、
自
分
自
身
で
生
き
る
た
め
の
栄
養
分
を
作

り
出
す
も
の
。
呼
吸
と
は
・
・
・
そ
こ
で
蓄
え
た
栄
養
分
を
生
長
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
る
も
の
。
こ
ん
な
複
雑
な
生
命
活
動
を
植
物
は
日
々
行
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。 

（
参
考
： 

考
え
る
学
習
を
す
す
め
る
会
、
り
か
ち
ゃ
ん
の
サ
ブ
ノ
ー
ト
） 

植
物
の
ご
は
ん 

―
光
合
成
と
呼
吸
― 

情
報 

花
の
イ
ベ
ン
ト 

（
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
） 

キ
ク
科
キ
ク
属 

マ
メ
科
ハ
ギ
属 

「管物」の
中の「細管」懸崖


